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Strategy 全体戦略としての統合イノベーション戦略 vs 個別戦略としての AI 戦略 

１.日本政府の AI 戦略に関する Purpose-Mission-Strategy 視点からの理解 
 

  

   

 

  

 

 

 

 

 

 

 
 

A.中期計画 科学技術・イノベーション基本計画（5 年ごとに更新）［内閣府］ 

 

 

B.全体戦略 

 

年次計画 統合イノベーション戦略（2018 年より 1 年更新）［内閣府］ 

1) 先端科学技術の戦略的な推進 

生成 AI 

量子技術 

フュージョンエネルギー（核融合エネルギー） 

経済安全保障重要技術育成プログラム 

戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) 

ムーンショット型研究開発制度 

2) 知の基盤と人材育成の強化 

イノベーションと価値創造の源泉となる知の持続的創出 

10兆円大学ファンドほか 

3) イノベーション・エコシステムの形成 

スタートアップの徹底支援 

グローバル・スタートアップ・キャンパス構想実現   

 

C 部分戦略＝分野別戦略 

「戦略的に取り組むべき基盤技術分野」 

（１）ＡＩ技術           → AI 戦略 

（２）バイオテクノロジー  → バイオ戦略 

（３）量子技術        → 量子技術イノベーション戦略 

（４）マテリアル        → マテリアル戦略 

（５）フュージョンエネルギー → フュージョンエネルギー・イノベーション戦略 
 

「戦略的に取り組むべき応用分野」 

（６）健康・医療                  → 健康・医療戦略 

（７）宇宙   → 宇宙開発戦略 

（８）海洋   → 海洋基本計画 

（９）食料・農林水産業  → みどりの食料システム戦略（農業・食料イノベーション） 

＜基本認識＞ＡＩ等を含む先端技術と多様かつ大量のデータを利活用したデジタルツインの構築等による 

デジタル社会の形成は、Society 5.0 実現のための根幹をなす。」『統合イノベーション戦略 2023』p.14 

Purpose 「人間の幸福(well-being)」の実現 

Mission 「イノベーションの創出」による Society5.0 の実現 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/anzen_anshin/kprogram.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/gaiyo/sip/sip3rd_list.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/moonshot/index.html
https://www.jst.go.jp/fund/
https://www.mofa.go.jp/files/100505840.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/bio/index.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/ryoshigijutsu/ryoshigijutsu.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/material/material.html
https://www8.cao.go.jp/cstp/fusion/index.html
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/kenkouiryou/suisin/suisin_dai42/siryou1-1.pdf
https://www8.cao.go.jp/space/hq/about.html
https://www8.cao.go.jp/ocean/policies/plan/plan.html
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/
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２.日本政府の society5.0 論における生成 AI の位置 

 --- 「生成 AI」革命による超スマート社会の実現への修正 

 

soiety1.0 狩猟社会 

  ↓ 

「農業」革命 

  ↓ 

soiety2.0 農耕社会 

  ↓ 

「工業」革命 （産業革命） 

  ↓ 

soiety3.0 工業社会 

  ↓ 

「情報」革命  PC＋インターネットによる ICT 革命 

  ↓ 

soiety4.0 情報社会 

  ↓ 

「生成 AI」革命   

  ↓ 

soiety5.0 超スマート社会 

（AI 技術と IoT 技術など ICT の最大限の活用によって、 

サイバー空間とフィジカル空間を融合させた社会） 
 

[出典]永井岳彦 ・ 内閣府政策統括官（科学技術・イノベーション担当）(2018)「Society 5.0の実現に向けた内閣府の取組」2019年 9月、

p.6掲載の図に、文字および矢印を追加 https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910_01.pdf 

 

参考資料 1＞AI 戦略会議(2023)「AI に関する暫定的な論点整理」2023 年 5 月 26 日における生成 AI の革命性

に関する強調 

ChatGPTなど生成AIの登場、急速な性能向上・普及とともに、「個人が自分専用のコンピュータを持つ」PC時代か

ら「個人が自分専用の AIを持つ」Persona AI時代へと移行しつつある[注 1]。 

そうしたことを受け、政府の Society5.0の議論も変化しつつある。 
 

生成 AI は、歴史の画期となる可能性を含んでいる。19 世紀に産業革命が起こって内燃機関の利活用が始ま

り、やがて日本では一家に一台以上の割合で自動車を所有するほどの「移動の自由」をもたらしたように。21 

世紀初頭にはインターネットが普及しスマートフォンが生まれ、高性能なコンピュータを一人一台にするように

なり、世界中の人々が「情報の自由」を得て社会の様相がまったく変わったように。生成 AI もまた、変革の時代

を呼び起こし、新しい自由を人に与えてくれそうな勢いと技術的背景がある。 

[出典]AI 戦略会議(2023)「AIに関する暫定的な論点整理」2023年 5月 26日、p.4 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ronten_honbun.pdf 
 

[注 1 ]  Intel(2023) “AI Coming to the PC at Scale - Intel and Microsoft collaborate to advance artificial intelligence for Windows 11 

PCs.” 2023/5/23付けプレスリリース、https://www.intel.com/content/www/us/en/newsroom/news/ai-coming-to-pc-at-scale.html 

CNBC(2023) “A.I. will help us ‘redefine what a PC is’, says HP CEO Enrique Lores”2023/5/30 

https://www.cnbc.com/video/2023/05/30/ai-will-help-us-redefine-what-a-pc-is-says-hp-ceo-enrique-lores.html 
 

「生成 AI」革命 

「情報」革命 

「工業」革命 

「農業」革命 

https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910_01.pdf
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参考資料 2＞「第６期科学技術・イノベーション基本計画」（令和３年３月 26 日閣議決定） 

「Society5.0 の実現」という基本的目的のために、「総合知による社会変革」と「知・人への投資」を推進する科学技

術・イノベーション政策 ――― 出口目標としての「サイバー空間とフィジカル空間の融合による新たな価値の創出」 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6gaiyo.pdf 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

(1) 内閣府(2022)『AI 戦略 2022』2022/4/22, p.30 における基本的構図 

 

Dx に対応し AI を活用してイノベーションを創造できる人材 ― Dx の中核技術＝AI 
 

① 「数理・データサイエンス・ＡＩ」に関する知識・技能 ＋ ② 人文社会芸術系の教養 

 （AI を活用できる能力）                   （教養科目・専門科目の学修） 

 

③ 新しい社会の在り方や製品・サービスをデザインする能力 

(イノベーションを構想・創造できる能力) 
 

現在、私達の社会は、デジタル・トランスフォーメーションにより大転換が進んでいる。・・・デジタル・トランスフォー

メーションの中核をなす技術がＡＩであり、ＡＩを作り、活かし、新たな社会の在り方や、新しい社会にふさわしい製

品・サービスをデザインし、そして、新たな価値を生み出すことができる人材がますます求められている。ビッグデー

タの収集・蓄積・分析の能力とも相まって、今後の社会や産業の活力を決定づける最大の要因の一つであるといっ

ても過言ではない。 

このため、関連の人材の育成・確保は、緊急的課題であるとともに、初等中等教育、高等教育、リカレント教育、

生涯教育を含めた長期的課題であり、ＡＩ戦略 2019 策定時から取り組んできている課題である。とりわけ、 

「数理・データサイエンス・ＡＩ」に関する知識・技能と、人文社会芸術系の教養をもとに、新しい社会の在り方や製

品・サービスをデザインする能力が重要であり、これまでの教育方法の抜本的な改善と、ＳＴＥＡＭ教育などの新た

な手法の導入・強化、さらには、実社会の課題解決的な学習を教科横断的に行うことが不可欠であり、引き続き注力

していく必要がある。 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/aistrategy2022_honbun.pdf 

c 

1 2 3 

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6gaiyo.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/aistrategy2022_honbun.pdf
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数理・データサイエンス・ＡＩ 

教育プログラム 

価値創造人材 

スタートアップ 

（生成 AI スタートアップほか） 

達成すべきミッションとしての 

Society5.0 

ビジョン 

施策 
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(2) AI 戦略を担う人材育成のためのプログラムとしての「数理・データサイエンス・ＡＩ教育」 

―― 日本政府の統合イノベーション戦略における同プログラムの政策的位置 ―― 

目的としての「AI 戦略」、手段としての「数理・データサイエンス・ＡＩ教育」 

文部科学省の認定制度「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度」は、日本政府の科学技術・イノベーション政策「Socie

ty5.0」（https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/）実現のためのサブ戦略である「AI戦略」＝「「人間中心の AI社会原則」に基づき、実

現すべき未来のビジョンを共有した上で、AIの社会実装を推進するための戦略」を担う人材育成のための教育プログラムである。 

そのことは、下記の永井岳彦 (2019)おいて、「Society 5.0 は、科学技術イノベーションの活用を通じて人間中心の社会を実現する壮

大な構想。AI はその鍵となる基盤技術」であるとした上で、「AI戦略 2019」実現のための人材育成プログラムを掲げていることに端的に

示されている。 
 

[出典]永井岳彦 ・ 内閣府政策統括官（科学技術・

イノベーション担当）(2019)「Society 5.0の実現に向

けた内閣府の取組」2019年 9月、p.14 

https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryak

ushitsuevent/assets/pdf/20190910_01.pdf 
 

文部科学省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育プ

ログラム認定制度」に関する 2023年 9月 19日の説

明会資料（https://www.mext.go.jp/content/2023092

0-mxt_senmon01-000012801_1.pdf）におけるスライ

ド 15 は、エキスパート、応用基礎、リテラシーという

3 段階区分も、エキスパート 2,000 人／年、応用基

礎 250,000 人／年、リテラシー（大学・高専）500,00

0 人／という数値目標も上記の図と同じになってい

る。文部科学省は、教育分野担当官庁として、AI

戦略のサブ戦略を遂行するという役割から、「数

理・データサイエンス」という語句を付け加えるとともに、「AI戦略」を担う人材の育成という文言を省略している。すなわち、AI教育のた

めには、「数理・データサイエンス」に関わるスキル・知識が必要であるため、文部科学省段階で、内閣府の文書にはなかった「数理・デ

ータサイエンス」という語句が付け加えられたものと思われる。 

しかしながら、上位目的が「AI」であり、「数理・データサイエンス」はそのための手段であることはきちんとおさえておくべきである。 

 

(3) 日本政府の統合イノベーション戦略における主要構成要素としての、「AI 戦略」と「スタートアップ・エコシ

ステム拠点形成」（生成 AI スタートアップなど） 

 

都市や大学を巻き込み、起業家教育やアクセラ

レータ機能の抜本的強化することを通じたスター

トアップ・エコシステムの拠点形成 

 
[図の出典]永井岳彦 ・ 内閣府政策統括官（科学技術・イ

ノベーション担当）(2019)「Society 5.0 の実現に向けた内

閣府の取組」p.13 

https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsu

event/assets/pdf/20190910ｋ_01.pdf 

 

 

 

https://www8.cao.go.jp/cstp/society5_0/
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910_01.pdf
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910_01.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230920-mxt_senmon01-000012801_1.pdf
https://www.mext.go.jp/content/20230920-mxt_senmon01-000012801_1.pdf
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910ｋ_01.pdf
https://www.ieice.org/jpn_r/activities/kikakusenryakushitsuevent/assets/pdf/20190910ｋ_01.pdf
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３.生成 AI 登場を受けた「デジタル経営」の内容的変化 － 「生成 AI 経営」への社会的注目 

 

(1) 「AI 革命を通じた Society 5.0 の実現」という 2019 年時点における政府の統合イノベーション戦略は、

ChatGPT をはじめとした生成 AI 技術の急速な発展と社会的普及、企業における AI 経営の採用という

事態を受けて、一部軌道修正されつつある。 

 

 例えば、AI 戦略会議(2023) 「AI に関する暫定的な論点整理」2023 年 5 月 26 日 https://www8.cao.go.jp/cstp/a

i/ronten_honbun.pdf においては、「生成 AI 革命を通じた Society 5.0 の実現」という趣旨の下記のような記述がな

されるとともに、「AI、特に生成 AI の登場を踏まえた必要な見直しを早期に検討すべきである」、「生成 AI は事業

が作りやすいことから、海外では、すでに多くのスタートアップが設立されている。我が国においても、適切なアクセ

ラレーションや投資が鍵となる。」といった生成 AI 対応の必要性が強調されている。 

 

p.4における記述 
 

現在、高度な対話型生成AI（以下、「生成AI」と称する）の利用者が急増している。これにより、情報のアクセシビ

リティの向上、労働力不足解消から生産性向上まで、諸問題を解消できるのではとの期待もかかる。 

たしかに生成AIは、歴史の画期となる可能性を含んでいる。19 世紀に産業革命が起こって内燃機関の利活用

が始まり、やがて日本では一家に一台以上の割合で自動車を所有するほどの「移動の自由」をもたらしたように。

21 世紀初頭にはインターネットが普及しスマートフォンが⽣まれ、⾼性能なコンピュータを一人一台手にするように

なり、世界中の⼈々が「情報の自由」を得て社会の様相がまったく変わったように。生成AIもまた、変革の時代を呼

び起こし、新しい自由を人に与えてくれそうな勢いと技術的背景がある。 

 

p.14における記述 
 

AI利用を加速するための取組（連携基盤構築・人材育成・事業環境整備） 

デジタル⼈材の育成・確保も重要である。学びの指針となるデジタルスキル標準など、様々な⼈材育成策が

掲げられてきたが、AI、特に生成AIの登場を踏まえた必要な見直しを早期に検討すべきである。 

また、スタートアップ創出に向けた事業環境整備も重要である。生成AI は事業が作りやすいことから、海外

では、すでに多くのスタートアップが設立されている。我が国においても、適切なアクセラレーションや投資が

鍵となる。(p.14) 

 

(2) AI 経営への社会的注目 

 

最近では、下記のように「AI 経営」、すなわち、「経営における生成 AI の活用」という記事を多く見かけるよう

になっている。コンサル系企業も、「経営における生成 AI の活用」に注力している。 

 

ITmedia ビジネスオンライン「経営×AI」の新時代 

 https://www.itmedia.co.jp/business/subtop/features/ai/index.html 

salesforce.com「生成 AI の活用最前線！ Marketing AI がマーケティングを変える」 

https://www.itmedia.co.jp/business/subtop/features/ai/index.html 

IBM「生成 AI で企業が変わる：現状と課題」 

https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/enterprise-generative-ai 

PwC Japan「AI 経営」 

https://www.pwc.com/jp/ja/services/consulting/analytics/ai-transformation.html 

https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ronten_honbun.pdf
https://www8.cao.go.jp/cstp/ai/ronten_honbun.pdf
https://www.itmedia.co.jp/business/subtop/features/ai/index.html
https://www.itmedia.co.jp/business/subtop/features/ai/index.html
https://www.ibm.com/thought-leadership/institute-business-value/jp-ja/report/enterprise-generative-ai
https://www.pwc.com/jp/ja/services/consulting/analytics/ai-transformation.html
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PwC Japan(2023)「生成 AI を成長につなげる新たな企業統治のモデルとは」（生成 AI を巡る米欧中の規

制動向最前線）2023 年 8 月 31 日 

https://www.pwc.com/jp/ja/knowledge/column/awareness-cyber-security/generative-ai-regulation06.html 

Forbes JAPAN 編集部(2023)「企業の生成 AI 活用 アクセンチュアが 30 億ドル投資し、Google Cloud と

支援」Forbes JAPAN Web-News、2023 年 7 月 18 日 

https://forbesjapan.com/articles/detail/64601 

アクセンチュア「AI POWERED サービス：経営・本社機能」 

https://www.accenture.com/jp-ja/services/applied-intelligence/ai-powered-services-management 

京部康男 (2023)「ジェネレーティブ AI の企業活用ー生成 AI は経営者の「壁打ち相手」になる：アクセンチ

ュア 保科学世氏に聞く「AI 活用の新次元」」2023/08/21 

  https://enterprisezine.jp/article/detail/18201 

安達広明(2023)「生成 AI は企業でどのように活用されているのか」（連載 生成 AI と企業：実装の原則 
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